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「
五
福
具
備
記
」
の
碑
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

川
越
○
一

五
福
具
備
記

―

泰
然
龔

―

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
八
六
三
・
文
久
三

笠
幡

個
人
宅

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
笠
幡
の
名
家
発
智
家
二
十
四
代
当
主
の
正
兵
衛
家
正
（
光
正
）
が
、
祖
父
慶
治
郎
規
正
の

米
寿
の
祝
い
を
契
機
と
し
て
、発
智
家
の
歴
史
と
規
正
の
事
績
を
顕
彰
す
る
た
め
に
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

■
写
真

○
写
真
１

石
碑
正
面

○
写
真
２

篆
額

○
写
真
３

「
碑
記
」
部
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二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

◎
題
額
（
隷
書
体
）
碑
の
上
部

五福具備記
◎
碑
記
（
楷
書
体
）

凢
㓛
之
見
于
後
者
其
道
之
存
于
前
也
道
者
何
也
其
行
于
己
者
是
也
蹐
智
翁
名
規

正
字
仲
則
稱
慶
次
郎
父
某
芸
荘
兵
衛
規
忠
翁
其
長
子
也
蹐
智
氏
其
先
某
出
於
源

氏
植
田
太
郎
公
光
五
代
之
孫
也
公
光
本
属
□
□
鎌
倉
源
公
後
仕
北
條
貞
時
數
有

武
㓛
弘
安
中
賜
以
信
州
佐
久
郡
蹐
智
郷
因
以
蹐
智
爲
氏
居
久
之
自
蹐
智
来
居
於

此
闢
草
莱
開
良
田
爲
一
里
名
曰
笠
幡
仍
以
蹐
智
爲
氏
称
蹐
智
太
郎
光
規
洸
後
蹐

智
氏
世
住
笠
幡
爲
里
長
遂
割
田
分
産
一
族
繁
衍
屹
爲
大
姓
夲
枝
并
存
以
至
規
正

規
正
以
安
永
五
年
十
二
月
朔
日
誕
君
爲
人
寛
裕
温
和
就
百
瀬
耕
元
受
筆
㳒
後
□

□
公
國
儒
官
従
佐
藤
玉
藻
先
生
而
學
遂
渉
群
書
享
和
三
年
合
里
推
君
爲
庄
官
村

民
咸
心
服
所
謂
道
之
存
而
行
于
己
者
可
知
也
君
有
妙
才
大
興
起
田
宅
及
三
百
餘

石
好
施
愛
人
君
娶
上
南
畑
村
嶋
田
氏
女
有
一
女
無
男
子
故
養
中
嶋
氏
某
子
爲
壻

名
孝
正
稱
宅
右
衛
孝
正
又
有
四
男
子
及
一
女
曰
家
正
福
秀
元
長
孝
清
君
文
政
中

□
□
領
主
川
越
公
命
領
内
取
締
天
保
二
年
笠
幡
爲
□
□
秋
元
矦
領
地
命
髙
□
郡

頭
取
且
許
用
苗
字
及
帶
刀
又
賜
木
香
章
上
下
服
一
具
并
朱
玉
盃
山
形
飢
君
以
計

除
其
憂
賞
賜
水
心
子
正
次
刀
自
關
左
八
州
取
締
役
命
扇
町
谷
寄
塲
五
十
八
箇
村

大
惣
代
後
髙
□
郡
内
檢
開
蹐
新
田
五
十
二
箇
村
反
髙
場
大
町
歩
之
地
勘
定
奉
行

副
吏
矢
都
木
氏
涖
焉
蒙
大
庄
家
命
釐
正
簿
帳
矢
都
木
氏
并
其
属
吏
皆
主
君
家
満

三
旬
而
帰
府
□
□
閣
老
水
野
矦
命
勘
定
奉
行
梶
野
矦
以
代
官
山
本
某
於
□
□
廳

前
賜
白
銀
若
干
十
三
年
笠
幡
属
□
□
川
越
封
翌
年
四
月
□
□
将
軍
家
謁
日
光
□

□
山
□
代
官
嶋
田
氏
爲
大
澤
驛
警
衛
特
命
規
正
随
焉
十
二
月
□
□
川
越
公
舉
用

達
列
許
苗
字
且
賜
桐
章
上
下
服
一
具
時
服
并
五
口
俸
□
□
公
數
臨
其
家
重
其
爲
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膽
家
賜
金
物
自
享
和
迄
弘
化
二
年
爲
庄
官
四
十
二
年
一
無
過
失
十
二
月
有
命
賜

錢
物
數
貫
自
夲
村
開
墾
年
□
遼
邈
世
爲
庄
官
至
今
家
冨
名
榮
子
孫
聯
綿
誠
可
美

也
尋
以
家
事
譲
孝
正
文
久
三
年
君
齢
八
十
有
八
強
健
如
壮
眼
目
清
明
牙
歯
堅
牢

把
筆
日
書
千
餘
字
可
謂
鶴
筭
亀
齢
之
仙
骨
人
也
人
因
喚
作
米
翁
君
備
福
禄
加
壽

耇
蓋
天
下
所
稀
有
矣
既
而
孝
正
亦
傳
家
事
家
正
家
正
篤
実
守
業
又
善
以
尊
奉
神

祗
不
敢
慢
則
神
之
聰
明
何
不
眷
顧
哉
今
茲
家
正
與
兄
弟
議
建
碑
以
顯
揚
君
之
功

徳
請
予
文
之
述
其
大
畧
置
之
壽
藏
之
上
門

□
維
時
文
久
三
年
癸
忘
□
春
三
月

玉
野
山
現
住
法
印
蕣
然
龔
撰

＊
空
格
を
□
で
示
し
た
。
将
軍
や
川
越
藩
等
に
関
わ
る
語
の
前
に
空
格
を
お
い
て
い
る
。

＊
異
体
字
な
ど

○
凢

凡
。

○
㓛

功
。

○
蹐

發
。

○
芸

號
。

○
洸

爾
。

○
夲

本
。

○
㳒

法
。

○
矦

侯
。

○
髙

高
。

○
□

麗
。

○
塲

場
。

○
□

陵
。

○
膽

舊
。

○
□

歳
。

○
筭

算
。

○
畧

略
。

○
忘

亥
。

○
蕣

泰
。

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
篆
額

五
福
具
備
記

◎
碑
記

凡
功
之
見
于
後
者
、
其
道
之
存
于
前
也
。

道
者
、
何
也
。
其
行
于
己
者
、
是
也
。

發
智
翁
、
名
規
正
、
字
仲
則
、
稱
慶
次
郎
。

父
某
、
號
荘
兵
衛
規
忠
。
翁
、
其
長
子
也
。

發
智
氏
、
其
先
某
、
出
於
源
氏
植
田
太
郎
公
光
、
五
代
之
孫
也
。

公
光
、
本
屬
鎌
倉
源
公
。

後
仕
北
條
貞
時
。
數
有
武
功
。

弘
安
中
、
賜
以
信
州
佐
久
郡
發
智
郷
。
因
以
發
智
爲
氏
。

居
久
之
、
自
發
智
、
來
居
於
此
。

闢
草
萊
、
開
良
田
、
爲
一
里
、
名
曰
笠
幡
。

仍
以
發
智
爲
氏
、
稱
發
智
太
郎
光
規
。

爾
後
發
智
氏
世
住
笠
幡
、
爲
里
長
。

遂
割
田
分
産
、
一
族
繁
衍
、
屹
爲
大
姓
。

本
枝
并
存
以
至
規
正

規
正
以
安
永
五
年
十
二
月
朔
日
誕
。

君
爲
人
寛
裕
温
和
。

就
百
瀬
耕
元
、
受
筆
法
。

後
公
國
儒
官
從
佐
藤
玉
藻
先
生
、
而
學
、
遂
渉
群
書
。
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享
和
三
年
、
合
里
推
君
爲
庄
官
。

村
民
咸
心
服
、
所
謂
道
之
存
而
行
于
己
者
、
可
知
也
。

君
有
妙
才
、
大
興
起
田
宅
、
及
三
百
餘
石
。

好
施
愛
人
。

君
娶
上
南
畑
村
嶋
田
氏
女
、
有
一
女
無
男
子
。

故
養
中
嶋
氏
某
子
、
爲
壻
。

名
孝
正
、
稱
宅
右
衛
。

孝
正
又
有
四
男
子
及
一
女
。

曰
、
家
正
、
福
秀
、
元
長
、
孝
清
。

君
文
政
中
、
領
主
川
越
公
、
命
領
内
取
締
。

天
保
二
年
、
笠
幡
爲
秋
元
侯
領
地
、
命
高
麗
郡
頭
取
。

且
許
用
苗
字
及
帶
刀
、
又
賜
木
香
章
上
下
服
一
具
、
并
朱
玉
盃
。

山
形
飢
、
君
以
計
除
其
憂
、
賞
賜
水
心
子
正
次
刀
自
、
關
左
八
州
取
締
役
、
命
扇
町
谷
寄
場
五
十
八
箇
村

大
惣
代
。

後
高
麗
郡
内
檢
開
發
新
田
五
十
二
箇
村
反
高
場
大
町
歩
之
地
。

勘
定
奉
行
副
吏
矢
都
木
氏
涖
焉
。

蒙
大
庄
家
命
釐
正
簿
帳
。

矢
都
木
氏
并
其
属
吏
、
皆
主
君
家
滿
三
旬
而
歸
府
。

閣
老
水
野
侯
命
勘
定
奉
行
梶
野
侯
、
以
代
官
山
本
某
、
於
廳
前
賜
白
銀
若
干
。

十
三
年
、
笠
幡
屬
川
越
封
。

翌
年
四
月
、
將
軍
家
謁
日
光
山
陵
代
官
嶋
田
氏
爲
大
澤
驛
警
衛
、
特
命
。
規
正
隨
焉
。

十
二
月
、
川
越
公
、
舉
用
達
列
、
許
苗
字
、
且
賜
桐
章
上
下
服
一
具
、
時
服
、
并
五
口
俸
。

公
數
臨
其
家
、
重
其
爲
舊
家
、
賜
金
物
。

自
享
和
迄
弘
化
二
年
、
爲
庄
官
、
四
十
二
年
、
一
無
過
失
。

十
二
月
、
有
命
、
賜
錢
物
數
貫
。

自
本
村
開
墾
、
年
歳
遼
邈
、
世
爲
庄
官
、
至
今
、
家
冨
名
榮
、
子
孫
聯
綿
。
誠
可
美
也
。

尋
以
家
事
譲
孝
正
。

文
久
三
年
、
君
齡
八
十
有
八
、
強
健
如
壮
、
眼
目
清
明
、
牙
齒
堅
牢
。

把
筆
日
書
千
餘
字
。

可
謂
鶴
算
亀
齡
之
仙
骨
人
也
。

人
因
喚
作
米
翁
。

君
備
福
禄
、
加
壽
耇
。

蓋
天
下
所
稀
有
矣
。

既
而
孝
正
亦
傳
家
事
家
正
。

家
正
篤
実
守
業
、
又
善
以
尊
奉
神
祗
、
不
敢
慢
、
則
神
之
聰
明
、
何
不
眷
顧
哉
。

今
茲
家
正
與
兄
弟
、
議
建
碑
以
顯
揚
君
之
功
德
、
請
予
文
之
述
其
大
略
、
置
之
壽
藏
之
上
門
。

維
時
文
久
三
年
癸
亥
歳
春
三
月
。

玉
野
山
現
住
法
印
泰
然
龔
撰
。

●
訓
訳

○
題
額
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五
福
具
備
の
記

○
碑
記

凡
そ
功
の
後
に
見
は
る
る
は
、
其
の
道
の
前
に
存
す
れ
ば
な
り
。

あ
ら

道
と
は
何
ぞ
や
。
其
の
己
を
行
ふ
者
、
是
れ
な
り
。

發
智
翁
、
名
は
規
正
、
字
は
仲
則
、
慶
次
郎
と
稱
す
。

父
某
、
荘
兵
衛
規
忠
と
號
す
。
翁
は
、
其
の
長
子
な
り
。

發
智
氏
、
其
の
先
某
、
源
氏
植
田
太
郎
公
光
よ
り
出
で
、
五
代
の
孫
な
り
。

公
光
は
、
本
よ
り
鎌
倉
源
公
に
屬
す
。

も
と

後
に
北
條
貞
時
に
仕
ふ
。
數
々
武
功
有
り
。
弘
安
中
、
賜
は
る
に
信
州
佐
久
郡
發
智
郷
を
以
て
す
。

因
り
て
發
智
を
以
て
氏
と
爲
す
。

居
る
こ
と
之
を
久
し
く
し
て
、
發
智
よ
り
、
來
り
て
此
に
居
す
。

草
萊
を
闢
き
、
良
田
を
開
く
こ
と
、
一
里
た
り
。
名
づ
け
て
笠
幡
と
曰
ふ
。

ひ
ら

仍
り
て
發
智
を
以
て
氏
と
爲
し
、
發
智
太
郎
光
規
と
稱
す
。

よ爾
後
發
智
氏
世
々
笠
幡
に
住
み
、
里
長
と
な
る
。

じ

ご

遂
に
田
を
割
き
産
を
分
か
つ
。
一
族
繁
衍
し
、
屹
と
し
て
大
姓
た
り
。

本
枝
并
存
し
て
以
て
規
正
に
至
る
。

規
正
、
安
永
五
年
十
二
月
朔
日
を
以
て
誕
ま
る
。

う

君
、
人
と
な
り
寛
裕
温
和
な
り
。

百
瀬
耕
元
に
就
き
て
、
筆
法
を
受
く
。

の
ち
公
國
の
儒
官
佐
藤
玉
藻
先
生
に
從
ひ
て
學
び
、
遂
に
群
書
を
渉
る
。

享
和
三
年
、
里
を
合
し
て
君
を
推
し
て
庄
官
と
な
す
。

村
民
咸
心
服
す
、
い
わ
ゆ
る
「
道
の
存
し
て
己
を
行
ふ
」
者
な
る
こ
と
、
知
る
べ
き
な
り
。

み
な

君
に
妙
才
有
り
、
大
い
に
田
宅
を
興
起
し
、
三
百
餘
石
に
及
ぶ
。

施
し
を
好
み
人
を
愛
す
。

君
、
上
南
畑
村
の
嶋
田
氏
の
女
を
娶
る
、
一
女
有
る
も
男
子
無
し
。

故
に
中
嶋
氏
某
の
子
を
養
し
て
、
壻
と
な
す
。

名
は
孝
正
、
宅
右
衛
と
稱
す
。

孝
正
に
又
た
四
男
子
及
び
一
女
有
り
。

曰
く
、
家
正
、
福
秀
、
元
長
、
孝
清
な
り
。

君
、
文
政
中
、
領
主
川
越
公
、
領
内
取
締
を
命
ず
。

天
保
二
年
、
笠
幡
、
秋
元
侯
の
領
地
と
な
る
、
高
麗
郡
頭
取
を
命
ぜ
ら
る
。

且
つ
苗
字
を
用
ふ
る
こ
と
及
び
帶
刀
を
許
さ
れ
、
又
た
木
香
章
の
上
下
服
一
具
、
并
び
に
朱
玉
の
盃
を
賜

な
ら

る
。

山
形
飢
う
、
君
、
計
を
以
て
其
の
憂
ひ
を
除
く
。

水
心
子
正
次
の
刀
を
賞
賜
せ
ら
る
。

關
左
八
州
取
締
役
よ
り
、
扇
町
谷
寄
場
五
十
八
箇
村
の
大
惣
代
を
命
ぜ
ら
る
。

後
、
高
麗
郡
、
開
發
新
田
五
十
二
箇
村
、
反
高
場
大
町
歩
の
地
を
内
檢
す
。

の
ち

た
ん
だ
か
ば

勘
定
奉
行
副
吏
矢
都
木
氏
焉
に
涖
む
。
大
庄
家
の
命
を
蒙
り
、
簿
帳
を
釐
正
す
。

こ
れ

の
ぞ

矢
都
木
氏
并
び
に
其
の
属
吏
、
君
の
家
に
主
る
こ
と
滿
三
旬
に
し
て
府
に
歸
る
。

や
ど

閣
老
水
野
侯
、
勘
定
奉
行
梶
野
侯
に
命
じ
、
代
官
山
本
某
を
以
て
、
廳
前
に
於
い
て
白
銀
若
干
を
賜
ふ
。
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十
三
年
、
笠
幡
、
川
越
の
封
に
囑
す
。

翌
年
四
月
、
將
軍
家
、
日
光
の
山
陵
に
謁
す
。

代
官
嶋
田
氏
、
大
澤
驛
警
衛
と
な
り
、
特
に
命
じ
て
、
規
正
焉
に
隨
ふ
。

こ
れ

十
二
月
、
川
越
公
、
用
達
の
列
に
舉
げ
、
苗
字
を
許
し
、
且
つ
桐
章
の
上
下
服
一
具
、
時
服
、
并
せ
て
五

口
俸
を
賜
ふ
。

公
、
數
々
其
の
家
に
臨
み
、
其
の
舊
家
た
る
を
重
ん
じ
、
金
物
を
賜
ふ
。

享
和
よ
り
弘
化
二
年
ま
で
、
庄
官
た
る
こ
と
四
十
二
年
、
一
に
過
失
無
し
。

十
二
月
、
命
有
り
て
、
錢
物
數
貫
を
賜
は
る
。

本
村
の
開
墾
よ
り
、
年
歳
遼
邈
な
る
に
、
世
々
庄
官
と
な
り
て
、
今
に
至
る
、
家
冨
み
名
榮
え
、
子
孫
聯

綿
た
り
。
誠
に
美
な
る
べ
し
。

尋
い
で
家
事
を
以
て
孝
正
に
譲
る
。

文
久
三
年
、
君
齡
八
十
有
八
、
強
健
な
る
こ
と
壮
の
如
く
、
眼
目
は
清
明
に
し
て
、
牙
齒
は
堅
牢
な
り
。

筆
を
把
り
て
日
に
千
餘
字
を
書
す
。

鶴
算
亀
齡
の
仙
骨
の
人
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。

人
因
り
て
米
翁
と
喚
び
な
す
。

君
は
福
禄
を
備
え
、
壽
耇
を
加
ふ
。

蓋
し
天
下
に
稀
有
な
る
所
な
り
。

既
に
し
て
孝
正
も
亦
た
家
事
を
家
正
に
傳
ふ
。

家
正
、
篤
実
に
し
て
業
を
守
り
、
又
た
善
く
以
て
神
祗
を
尊
奉
し
、
敢
へ
て
慢
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
神
の

聰
明
、
何
ぞ
眷
顧
せ
ざ
ら
ん
や
。

今
茲
に
家
正
と
兄
弟
と
、
碑
を
建
て
て
以
て
君
の
功
徳
を
顯
揚
す
る
を
議
し
、
予
に
文
の
其
の
大
略
を
述

ぶ
る
を
請
ひ
、
之
を
壽
藏
の
上
門
に
置
か
ん
と
す
。

維
れ
時
に
文
久
三
年
癸
亥
歳
春
三
月
。

玉
野
山
現
住
法
印
泰
然
龔
撰
。

●
人
物

○
鎌
倉
源
公

第
三
代
鎌
倉
将
軍
源
実
朝
。
建
久
三
（
一
一
九
二
）
年
か
ら
健
保
七
（
一
二
一
九
）
年
。

将
軍
在
位
：
建
仁
三
（
一
二
○
三
）
年
か
ら
健
保
七
（
一
二
一
九
）
年
。

○
北
條
貞
時

第
九
代
執
権
。
文
永
八
（
一
二
七
二
）
年
か
ら
応
長
元
（
一
三
一
一
）
年
。
執
権
在
位
：

弘
安
七
（
一
二
八
四
）
年
か
ら
正
安
三
（
一
三
○
一
）
年
。

○
百
瀬
耕
元

江
戸
の
書
家
。
姓
は
源
、
諱
は
久
継
、
字
は
子
延
。
耕
元
は
号
。
元
文
二
（
一
七
三
七
）

年
か
ら
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
。
信
濃
筑
摩
郡
中
山
南
谷
上
瀬
黒
村
に
生
る
。
寛
延
元
（
一
七
四
八
）

年
、
江
戸
に
至
り
、
長
雄
朗
翁
に
書
を
学
び
、
業
を
終
え
る
。
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
、
麻
布
の
ほ
と

り
に
書
道
塾
を
開
き
、
た
く
さ
ん
の
弟
子
を
育
て
た
。
そ
の
書
風
を
百
瀬
流
と
い
っ
た
。
浅
草
の
浅
草
寺

域
に
、
太
田
南
畝
が
文
を
書
い
た
百
瀬
耕
元
の
頌
徳
碑
が
あ
る
。

○
佐
藤
玉
藻

不
詳
。

○
玉
野
山
現
住
法
印
泰
然
龔

玉
野
山
の
山
号
を
持
つ
寺
院
に
富
久
成
寺
が
あ
る
。
上
総
古
河
、
日
蓮
宗
。

あ
る
い
は
こ
こ
か
。
そ
の
他
不
詳
。
「
五
福
具
備
記
」
と
同
年
に
建
立
さ
れ
た
「
発
智
孝
正
の
墓
」
の
墓

碑
銘
も
泰
然
の
撰
述
に
よ
る
。

●
注



- 7 -

○
五
福

五
つ
の
幸
福
。
長
寿
・
富
裕
・
安
ら
ぎ
・
善
行
を
な
す
・
天
寿
を
全
う
す
る
。
「
尚
書
」
洪
範

に
「
箕
子
曰
、
…
…
天
乃
錫
禹
洪
範
九
疇
。
次
九
曰
、
嚮
用
五
福
。
…
…
九
、
五
福
。
一
曰
壽
、
二
曰
富
、

三
曰
康
寧
、
四
曰
攸
好
德
、
五
曰
考
終
命
」
と
あ
る
。

○
行
于
己

「
論
語
」
公
冶
長
篇
に
「
子
謂
子
産
、
有
君
子
之
道
四
焉
、
其
行
己
恭
（
先
生
が
鄭
の
子
産

を
評
さ
れ
て
こ
う
言
わ
れ
た
、
子
産
に
は
君
子
と
し
て
の
方
向
が
四
つ
あ
っ
た
。
自
己
の
行
動
に
は
慎
重

で
あ
っ
た
）
」
、
同
子
路
篇
に
「
子
貢
問
曰
、
何
如
斯
可
謂
之
士
矣
。
子
曰
、
行
己
有
恥
（
子
貢
が
尋
ね

た
、
ど
う
い
う
条
件
を
持
て
ば
「
士
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
、
と
。
先
生
が
言
わ
れ
た
、

自
己
の
行
動
に
対
し
て
、
そ
れ
が
羞
恥
を
生
む
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
吟
味
し
て
判
断
す
る
）
」
と
あ

る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
「
行
己
」
は
自
己
の
行
動
で
、
そ
れ
が
慎
重
か
つ
恥
じ
る
と
こ
ろ
の
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

○
其
先
某

「
高
倉
寺
永
代
常
夜
燈
（
以
下
「
常
夜
燈
」
）」
に
は
「
五
世
孫
光
規
」
と
あ
る
。

○
屬

付
き
従
う
。

○
弘
安
中

「
常
夜
燈
」
に
は
「
弘
安
八
年
十
一
月
、
有
武
功
」
と
あ
る
。
弘
安
八
（
一
二
八
五
）
年
の

い
わ
ゆ
る
霜
月
騒
動
。
弘
安
七
年
、
幼
年
の
北
条
貞
時
が
執
権
の
位
に
つ
く
と
、
貞
時
の
外
祖
父
の
安
達

泰
盛
と
、
貞
時
の
乳
父
の
平
頼
綱
が
対
立
し
、
同
八
年
十
一
月
に
頼
綱
は
兵
を
あ
げ
て
泰
盛
を
滅
ぼ
し
た
。

こ
れ
以
後
御
家
人
の
勢
力
は
弱
体
化
し
、
北
条
家
と
そ
の
一
門
が
専
制
的
な
地
位
を
固
め
た
。

○
發
智
郷

「
常
夜
燈
」
に
は
「
發
知
之
郷
」
と
あ
る
。
現
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
大
字
発
地
。

○
因
以
發
智
爲
氏

「
常
夜
燈
」
に
は
「
因
稱
發
知
太
郎
。
後
更
發
地
」
と
あ
る
。

○
居
久
之

「
常
夜
燈
」
に
は
「
正
安
年
間
、
有
故
、
來
于
此
地
」
と
あ
る
。
正
安
は
西
暦
一
二
九
九
年

か
ら
一
三
○
二
年
。

○
闢
草
萊

草
萊
は
、
生
い
茂
っ
た
雑
草
、
転
じ
て
荒
れ
果
て
た
く
さ
む
ら
。「
辟
草
萊
」
は
、
「
孟
子
」

離
婁
上
に
「
辟
草
萊
、
任
土
地
者
、
次
之
（
荒
れ
地
を
開
墾
さ
せ
、
土
地
の
善
し
悪
し
に
応
じ
て
租
税
を

取
り
立
て
る
の
は
そ
の
次
に
罪
が
重
い
）
」
と
あ
る
。
「
孟
子
」
で
は
、
「
辟
草
萊
」
を
、
人
民
か
ら
税
を

搾
り
取
る
悪
政
と
し
て
い
る
が
、
本
碑
文
で
は
、
単
純
に
荒
れ
地
を
開
墾
し
て
田
畑
と
す
る
こ
と
。

○
良
田

地
味
の
よ
く
肥
え
た
田
畑
、
美
田
。
陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」
に
「
有
良
田
美
池
桑
竹
之
屬
（
桃

源
郷
に
は
、
よ
い
田
畑
、
美
し
い
池
、
桑
や
竹
の
類
が
あ
っ
た
）
」
と
あ
る
。

○
爾
後

そ
の
の
ち
。

○
里
長

村
の
お
さ
。

○
繁
衍

し
げ
く
伸
び
る
。

○
屹

山
が
そ
び
え
立
つ
さ
ま
。

○
大
姓

名
門
の
家
柄
。

○
本
枝

本
家
と
分
家
。

○
安
永
五
年

西
暦
一
七
七
六
年
。

○
寛
裕

こ
こ
ろ
が
ひ
ろ
く
、
こ
せ
つ
か
な
い
。
度
量
大
き
く
能
く
人
を
容
れ
る
。

○
温
和

柔
ら
か
く
穏
や
か
な
さ
ま
。
「
礼
記
」
中
庸
篇
に
「
唯
天
下
至
聖
、
…
…
寛
裕
温
柔
、
足
以
有

容
也
（
天
下
で
最
高
の
聖
な
る
人
の
み
が
…
…
寛
大
で
余
裕
が
あ
り
、
温
厚
柔
和
で
人
を
包
容
す
る
力
が

あ
る
）」
と
あ
る
。

○
後
公
國
儒
官
從
佐
藤
玉
藻
先
生
而
學

こ
の
句
、
「
從
」
の
字
を
「
後
」
と
「
公
」
の
間
に
移
し
て
解

し
た
。

○
公
國

公
は
お
上
で
、
こ
こ
で
は
当
時
の
川
越
藩
主
松
平
大
和
守
の
こ
と
。
国
は
川
越
藩
。

○
享
和
三
年

西
暦
一
八
○
三
年
。
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○
庄
官

村
里
の
か
し
ら
。
領
主
の
命
に
よ
っ
て
、
代
官
郡
代
の
も
と
で
、
納
税
の
監
督
、
農
耕
の
指
導
、

人
事
の
管
理
な
ど
を
行
っ
た
。
関
西
方
面
で
は
庄
屋
、
関
東
方
面
で
は
名
主
と
い
い
、
肝
い
り
と
も
い
う
。

○
心
服

心
か
ら
感
じ
入
っ
て
従
う
。「
孟
子
」
公
孫
丑
に
あ
る
。

○
妙
才

傑
出
し
た
才
能
。
こ
こ
で
は
、
人
格
的
な
崇
高
さ
と
い
う
よ
り
も
、
実
業
家
と
し
て
の
才
能
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

○
田
宅

田
地
と
宅
地
。

○
好
施
愛
人

こ
の
具
体
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
「
賑
民
圃
碑
」
に
詳
し
い
。

○
上
南
畑
村

現
富
士
見
市
大
字
上
南
畑
。

○
有
一
女

名
は
う
め
。
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
か
ら
明
治
十
三
（
一
八
八
○
）
年
。

○
中
嶋
氏

「
発
智
孝
正
の
墓
」
に
は
「
自
上
井
草
村
中
嶋
氏
來
繼
發
智
氏
」
と
あ
る
。
上
井
草
村
は
現

在
の
杉
並
区
最
北
部
に
あ
た
る
。

○
領
主
川
越
公

天
保
年
間
は
、
松
平
大
和
守
斉
典
。

○
領
内
取
締

具
体
的
に
は
不
詳
。

○
天
保
二
年

西
暦
一
八
三
一
年
。

○
秋
元
侯
領
地

川
越
藩
は
、
宝
永
元
年
か
ら
秋
元
家
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年

に
秋
元
家
は
山
形
藩
に
移
り
、
川
越
へ
は
松
平
大
和
守
家
が
入
部
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
、
天
保
二
年

か
ら
十
三
年
の
間
、
笠
幡
の
み
が
秋
元
家
の
所
領
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

○
高
麗
郡
頭
取

具
体
的
に
は
不
詳
。。

○
木
香

菊
科
の
植
物
だ
が
、
こ
こ
は
「
木
瓜
」
で
は
な
い
か
。
木
瓜
は
、
瓜
を
輪
切
り
に
し
た
も
の
を

も
つ
こ
う

も
つ
こ
う

図
案
化
し
た
紋
所
。
秋
元
家
の
定
紋
は
「
五
つ
木
瓜
」
で
あ
っ
た
。

○
章

標
識
。
こ
こ
で
は
紋
所
だ
ろ
う
。

○
上
下
服

裃
、
か
み
し
も
。
肩
衣
と
袴
の
組
み
合
わ
せ
で
、
武
士
の
礼
服
。
こ
こ
で
は
藩
主
の
紋
所
を

あ
し
ら
っ
た
武
士
の
礼
服
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
と
て
も
名
誉
な
こ
と
だ
っ
た
。

○
一
具

ひ
と
セ
ッ
ト
。

○
山
形
飢

天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
か
ら
同
九
（
一
八
三
八
）
年
に
か
け
て
、
東
北
地
方
を
中
心
に
連

年
飢
饉
が
起
こ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
天
保
の
飢
饉
。

○
水
心
子
正
次

本
名
川
部
北
司
（
万
延
元
（
一
八
六
○
）
没
）
。
水
心
子
は
江
戸
時
代
の
有
名
な
刀
工

の
号
名
で
、
初
代
正
秀
（
寛
延
三
（
一
七
五
○
）
年
か
ら
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
）
は
、
出
羽
米
沢
の

出
身
。
江
戸
で
修
行
の
の
ち
、
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
に
山
形
藩
主
秋
元
永
朝
に
召
し
抱
え
ら
れ
浜
町

屋
敷
の
秋
元
家
鍛
冶
所
で
鍛
刀
に
携
わ
っ
た
。
正
次
は
二
代
水
心
子
正
秀
の
養
子
と
な
り
、
文
政
九
（
一

八
二
六
）
年
に
水
心
子
の
名
を
継
い
だ
。
彼
も
秋
元
家
に
召
さ
れ
、
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
か
ら
安
政

六
（
一
八
五
九
）
年
ま
で
の
作
刀
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

○
關
左
八
州
取
締
役

関
八
州
取
締
役
。
文
化
二
（
一
八
五
○
）
年
に
設
置
さ
れ
た
、
関
東
八
州
を
守
備

範
囲
と
す
る
警
察
的
な
役
職
。
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
に
改
革
組
合
村
が
設
置
さ
れ
、
関
東
取
締
出
役

の
巡
回
に
対
応
し
て
、
村
組
合
が
犯
罪
者
を
江
戸
へ
送
っ
た
。
小
組
合
を
ま
と
め
て
大
組
合
と
し
、
中
心

と
な
る
村
に
寄
場
を
置
き
、
大
小
惣
代
が
勤
務
し
た
。

○
扇
町
谷

扇
町
屋
。
現
入
間
市
大
字
扇
町
屋
。
入
間
市
の
中
心
部
を
な
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
村
々
が

連
合
し
た
村
々
組
合
が
あ
っ
た
が
、
十
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
治
安
維
持
や
地
域
産
業
の
発
展
を
課
題

と
し
た
組
合
村
が
結
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
前
項
参
照
）
。
こ
の
組
合
村
は
、
惣
代
を
選
出
し
て
議

定
を
定
め
る
な
ど
、
総
合
的
な
地
域
管
理
秩
序
の
構
築
を
目
指
し
て
お
り
、
従
来
の
組
合
と
は
大
き
く
性

格
を
か
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
石
慎
三
郎
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
天
保
十
一
年
頃
、
武
蔵
の
国
に
扇
町
屋
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組
合
が
あ
り
、
下
奥
留
や
入
間
川
等
五
十
六
箇
村
か
ら
な
っ
て
お
り
、
一
七
三
九
三
石
、
三
七
一
七
世
帯

で
あ
っ
た
。

○
大
惣
代

大
組
合
村
の
ま
と
め
役
。

○
内
檢

内
見
に
同
じ
か
。
公
の
検
見
に
先
立
ち
、
あ
ら
か
じ
め
村
役
人
と
地
主
が
穀
物
の
取
れ
高
を
調

け

み

べ
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
大
規
模
な
開
発
の
新
田
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
高
麗
郡
に
お

け
る
新
田
開
発
状
況
に
つ
い
て
、
内
々
に
お
上
が
地
元
と
も
協
力
し
て
石
高
を
調
査
す
る
こ
と
を
言
う
の

だ
ろ
う
。

○
反
高
場

新
田
は
不
安
定
な
た
め
検
地
を
行
っ
て
も
土
地
の
生
産
力
を
表
す
「
石
高
」
の
表
示
を
せ
ず
、

面
積
の
「
反
高
」
の
み
と
し
て
、
通
常
よ
り
も
低
率
な
田
租
を
課
し
た
。
そ
の
土
地
を
「
反
高
地
」
と
呼

ん
だ
。
こ
こ
で
は
新
田
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
る
土
地
を
い
う
の
だ
ろ
う
。

○
大
町
歩

町
歩
は
田
畑
や
山
林
の
面
積
を
数
え
る
語
。
大
町
歩
は
、
広
大
な
面
積
を
指
す
だ
ろ
う
。

○
勘
定
奉
行
副
吏
矢
都
木
氏

不
詳
。

○
涖

臨
検
。

○
釐
正

誤
り
を
修
正
す
る
、
改
正
す
る
。
こ
こ
で
は
帳
簿
を
調
べ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

○
府

幕
府
の
あ
っ
た
江
戸
。

○
閣
老
水
野
侯

水
野
忠
邦
（
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
か
ら
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
）
。
彼
が
老
中

と
し
て
政
務
を
執
っ
た
の
は
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
か
ら
同
十
四
（
一
八
四
三
）
年
。

○
勘
定
奉
行
梶
野
侯

梶
野
良
材
（
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
か
ら
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
）
。
久
隅

矩
信
の
次
男
で
梶
野
矩
満
の
養
子
と
な
る
。
お
庭
番
か
ら
始
ま
り
、
諸
職
を
歴
任
。
文
化
十
三
（
一
八
一

六
）
年
に
家
督
を
相
続
し
、
ご
用
人
を
つ
と
め
、
京
都
西
町
奉
行
な
ど
を
経
て
、
天
保
十
一
（
一
八
四
○
）

年
に
勘
定
奉
行
に
就
任
し
た
。
老
中
水
野
忠
邦
を
補
佐
し
て
天
保
の
改
革
を
推
進
し
、
同
十
四
（
一
八
四

三
）
年
の
印
旛
沼
干
拓
工
事
で
は
主
た
る
役
割
を
担
っ
た
が
、
同
年
の
水
野
の
失
脚
に
と
も
な
い
、
梶
野

も
無
役
と
な
っ
た
。

○
廳
前

役
所
の
前
。
勘
定
奉
行
の
役
所
か
。

○
十
三
年

天
保
、
一
八
四
二
年
。

○
將
軍
家
謁
日
光
山
陵

江
戸
将
軍
が
家
康
を
ま
つ
る
日
光
東
照
宮
へ
参
拝
す
る
こ
と
。
計
十
九
回
実
施

さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
十
六
回
が
四
代
家
綱
ま
で
で
あ
り
、
江
戸
中
後
期
に
お
い
て
は
、
ま
れ
な
事
業
で

あ
っ
た
。
中
後
期
で
は
享
保
十
三
（
一
七
二
八
）
年
の
吉
宗
、
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
の
家
治
で
、
こ

の
た
び
の
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
の
家
慶
の
参
拝
は
、
実
に
六
十
七
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
水
野
忠
邦

が
、
将
軍
・
幕
府
の
権
威
を
示
そ
う
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
莫
大
な
費
用
を
要
し
た
。

○
代
官
嶋
田
氏

不
詳
。

○
大
澤
驛

日
光
街
道
大
沢
宿
か
。
十
九
番
目
の
宿
駅
で
、
現
在
の
栃
木
県
日
光
市
大
沢
町
に
あ
た
る
。

○
規
正
隨
焉

お
そ
ら
く
嶋
田
ら
の
随
行
費
用
な
ど
を
規
正
ら
が
負
担
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り

発
智
規
正
は
、
将
軍
の
日
光
参
拝
に
扈
従
し
た
と
い
う
栄
誉
を
え
た
こ
と
に
な
る
。

○
舉
用
達
列

用
達
は
大
名
家
な
ど
に
出
入
り
し
て
も
の
を
納
め
る
商
人
。
こ
こ
は
実
際
に
物
品
を
納
入

す
る
商
人
で
は
な
く
、
殿
様
の
御
殿
に
出
入
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
格
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

実
際
に
出
入
り
す
る
訳
で
は
な
く
、
そ
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
で
あ
っ
た
。

○
桐
章
上
下
服

松
平
大
和
守
家
の
定
紋
は
、「
中
陰
五
三
桐
」
。

○
時
服

朝
廷
や
将
軍
か
ら
季
節
ご
と
に
臣
下
に
賜
っ
た
衣
服
。
俸
禄
あ
る
い
は
賞
与
の
意
味
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
川
越
侯
か
ら
賜
っ
た
。

○
五
口
俸

俸
は
扶
持
米
。
お
上
か
ら
臣
下
に
下
さ
れ
る
俸
禄
、
給
与
。
五
人
を
養
え
る
扶
持
米
。
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○
臨

親
臨
、
殿
様
自
ら
訪
問
す
る
。

○
享
和

本
碑
に
「
享
和
三
年
、
合
里
推
君
爲
庄
官
」
と
あ
っ
た
。

○
弘
化
二
年

西
暦
一
八
四
五
年
。

○
有
命

川
越
侯
か
ら
の
「
命
」
で
あ
ろ
う
。

○
本
村
開
墾

「
常
夜
燈
」
に
よ
れ
ば
正
安
年
間
の
こ
と
。

○
遼
邈

は
る
か
に
遠
い
。

○
文
久
三
年

西
暦
一
八
六
三
年
。

○
清
明

心
が
清
く
明
ら
か
な
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
ま
さ
に
眼
力
が
衰
え
る
こ
と
な
く
よ
く
見
え
る
こ

と
だ
ろ
う
。

○
鶴
算
亀
齡

鶴
や
亀
の
よ
う
な
長
寿
。

○
仙
骨

仙
人
の
骨
相
、
仙
人
に
な
れ
る
こ
と
の
で
き
る
素
質
。

○
福
禄

安
寧
と
い
う
幸
福
と
俸
禄
や
富
。

○
耇

年
老
い
た
さ
ま
、
長
寿
の
。

○
既
而
孝
正
亦
傳
家
事
家
正

孝
正
が
文
久
二
年
に
、
規
正
に
先
立
っ
て
逝
去
し
、
家
正
が
家
督
を
継
い

だ
こ
と
を
い
う
。
婉
曲
な
表
現
。

○
神
祗

天
つ
神
と
国
つ
神
。
天
地
の
神
々
。

○
聰
明

耳
が
よ
く
聞
こ
え
目
が
よ
く
見
え
る
。

○
眷
顧

関
心
を
持
つ
、
心
を
配
る
。

○
壽
藏

生
前
に
作
っ
て
お
く
墓
、
あ
る
い
は
生
前
に
作
る
頌
徳
の
碑
。

●
口
語
訳

【
正
し
い
行
動
が
後
の
功
績
を
も
た
ら
す
こ
と
】

そ
も
そ
も
、
の
ち
に
な
っ
て
功
績
が
現
れ
る
の
は
、
正
し
い
行
動
が
そ
れ
以
前
に
お
い
て
存
在
し
た
か

ら
で
あ
る
。

で
は
正
し
い
行
動
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
自
己
の
行
動
に
お
い
て
慎
重
か
つ
恥
じ
る
と
こ
ろ
の
な
い

こ
と
こ
そ
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

【
発
智
規
正
翁
の
名
前
と
親
】

発
智
翁
、
そ
の
名
は
規
正
、
字
は
仲
則
、
慶
次
郎
と
称
し
た
。

父
は
、
号
は
荘
兵
衛
で
、
諱
は
規
忠
。
規
正
翁
は
、
そ
の
長
子
で
あ
る
。

【
発
智
家
の
出
自
と
繁
栄
】

発
智
氏
の
先
祖
の
規
光
は
、
源
氏
の
植
田
太
郎
公
光
よ
り
出
て
、
五
代
目
の
孫
で
あ
る
。

公
光
は
、
元
々
は
源
実
朝
に
付
き
従
っ
て
い
た
。

植
田
家
は
、
後
に
北
條
貞
時
に
仕
え
た
。
し
ば
し
ば
武
功
を
立
て
た
。

弘
安
年
間
に
、
信
州
佐
久
郡
発
智
郷
を
領
地
と
し
て
賜
っ
た
。
そ
こ
で
発
智
を
氏
と
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
信
州
の
発
智
の
地
か
ら
、
こ
の
武
蔵
野
の
地
に
来
て
居
を
定
め
た
。

荒
れ
地
を
開
墾
し
て
、
一
里
四
方
の
良
田
を
開
き
、
笠
幡
と
名
づ
け
た
。

そ
し
て
発
智
を
氏
と
し
、
発
智
太
郎
光
規
と
自
称
し
た
。

そ
の
後
、
發
智
氏
は
代
々
笠
幡
に
住
み
、
村
長
を
つ
と
め
た
。
そ
し
て
耕
作
地
や
家
産
を
分
割
し
て
分

家
を
作
り
、
一
族
は
繁
栄
し
て
、
そ
び
え
立
つ
よ
う
な
名
門
と
な
っ
た
。
本
家
分
家
と
も
併
存
し
な
が
ら
、

規
正
翁
ま
で
至
っ
た
。

【
規
正
翁
の
人
と
な
り
と
学
習
】
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規
正
翁
は
、
安
永
五
年
十
二
月
朔
日
に
誕
生
し
た
。

規
正
翁
の
人
と
な
り
は
、
寛
大
で
余
裕
が
あ
り
、
温
厚
柔
和
で
包
容
力
が
あ
っ
た
。

百
瀬
耕
元
に
就
い
て
、
書
法
を
学
び
、
そ
の
の
ち
川
越
藩
の
儒
官
で
あ
っ
た
佐
藤
玉
藻
先
生
に
従
っ
て

儒
学
を
学
び
、
様
々
な
書
籍
を
読
み
尽
く
し
た
。

【
規
正
翁
の
庄
屋
と
し
て
の
事
績
】

享
和
三
年
、
村
里
は
一
致
し
て
規
正
翁
を
推
薦
し
、
庄
屋
と
し
た
。

村
民
は
み
な
彼
に
心
か
ら
服
従
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
翁
が
、
い
わ
ゆ
る
「
正
し
い
行
動
が
以
前
に
存
し

て
お
り
、
そ
の
成
果
が
功
績
と
し
て
後
に
現
れ
た
」
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

翁
に
は
す
ぐ
れ
た
経
営
の
才
能
が
あ
り
、
大
い
に
田
地
と
宅
地
と
を
興
こ
し
広
げ
、
三
百
石
あ
ま
り
に

及
ん
だ
。

そ
し
て
人
に
施
す
こ
と
を
好
み
、
村
人
を
慈
し
ん
だ
の
だ
っ
た
。

【
規
正
翁
の
家
族
】

翁
は
上
南
畑
村
の
嶋
田
氏
の
娘
を
娶
っ
た
。
娘
が
一
人
生
ま
れ
た
が
、
男
子
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
中
嶋
某
の
子
を
養
子
と
し
て
迎
え
、
一
人
娘
の
壻
と
し
て
跡
を
継
が
せ
た
。

そ
の
養
子
の
諱
は
孝
正
と
い
い
、
宅
右
衛
と
称
し
た
。

孝
正
に
は
四
男
子
と
一
女
子
が
い
た
。
男
子
は
、
家
正
、
福
秀
、
元
長
、
孝
清
で
あ
る
。

【
規
正
翁
の
業
績
】

文
政
年
間
に
、
領
主
の
川
越
公
は
、
翁
を
領
内
取
締
に
任
命
し
た
。

天
保
二
年
、
笠
幡
は
山
形
藩
秋
元
侯
の
領
地
と
な
っ
た
。

翁
は
高
麗
郡
頭
取
を
命
ぜ
ら
る
。
加
え
て
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
さ
ら
に
秋
元
家
の
定
紋
で
あ
る
木
瓜

の
紋
入
り
の
裃
一
揃
え
と
朱
玉
の
盃
を
賜
わ
っ
た
。

秋
元
侯
の
本
家
で
あ
る
山
形
で
飢
饉
が
起
こ
っ
た
。
翁
は
計
画
的
に
援
助
し
、
山
形
の
憂
慮
を
取
り
除

い
た
。
そ
の
功
績
に
対
し
、
秋
元
侯
は
、
水
心
子
正
次
の
刀
を
賞
賜
す
る
こ
と
で
報
い
た
。

ま
た
翁
は
、
関
八
州
取
締
役
よ
り
、
扇
町
屋
組
合
寄
場
五
十
八
箇
村
の
大
惣
代
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

【
高
麗
郡
大
規
模
内
見
】

そ
の
の
ち
、
高
麗
郡
で
は
、
開
発
さ
れ
た
新
田
五
十
二
箇
村
に
対
し
、
広
大
な
規
模
の
反
高
地
の
内
見

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
勘
定
奉
行
副
吏
の
矢
都
木
氏
が
派
遣
さ
れ
臨
検
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翁

は
大
庄
家
と
し
て
の
命
令
を
蒙
り
、
簿
帳
の
調
査
に
加
わ
っ
た
。

矢
都
木
氏
な
ら
び
の
そ
の
属
吏
た
ち
は
、
翁
の
家
に
三
十
日
間
滞
在
し
、
（
内
見
を
無
事
終
え
て
）
江

戸
に
帰
っ
た
。

閣
老
の
水
野
侯
が
勘
定
奉
行
の
梶
野
侯
に
命
じ
、
代
官
山
本
某
を
使
い
と
し
て
、
役
所
の
御
前
に
お
い

て
白
銀
若
干
を
規
正
に
下
賜
し
た
。

【
日
光
参
拝
の
扈
従
】

天
保
十
三
年
、
笠
幡
は
川
越
藩
の
領
域
に
復
帰
し
た
。

翌
天
保
十
四
年
四
月
、
將
軍
家
が
日
光
東
照
宮
に
拝
謁
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

代
官
の
嶋
田
氏
が
大
澤
驛
の
警
衛
と
な
っ
た
が
、
特
に
規
正
に
命
じ
て
、
随
行
さ
せ
た
。

【
川
越
侯
の
重
用
】

天
保
十
四
年
十
二
月
、
川
越
侯
は
、
規
正
翁
を
用
達
の
列
に
加
え
て
、
苗
字
を
許
し
、
加
え
て
川
越
藩

主
の
定
紋
で
あ
る
桐
の
紋
入
り
の
裃
一
揃
え
と
、
四
季
折
々
の
時
服
を
賜
ひ
、
并
せ
て
五
口
俸
を
給
付
し

た
。川

越
侯
は
し
ば
し
ば
発
智
の
家
に
親
し
く
来
臨
し
、
そ
の
家
が
旧
家
で
あ
る
こ
と
を
重
ん
じ
て
、
金
物
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を
下
賜
し
た
。

【
庄
官
と
し
て
の
総
括
】

規
正
翁
は
、
享
和
三
年
よ
り
弘
化
二
年
ま
で
、
四
十
二
年
間
庄
官
と
し
て
つ
と
め
あ
げ
、
一
度
も
過
失

が
無
か
っ
た
。

そ
こ
で
弘
化
二
年
の
十
二
月
、
川
越
侯
か
ら
命
令
が
下
り
、
錢
物
数
貫
を
賜
わ
っ
た
。

本
笠
幡
村
の
開
墾
よ
り
、
年
月
は
遙
か
に
遠
く
な
っ
た
が
、
そ
の
間
発
智
家
は
代
々
庄
屋
を
つ
と
め
て
、

今
に
至
っ
て
い
る
。
家
は
富
み
、
名
誉
は
栄
え
、
子
孫
が
連
綿
と
し
て
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
ま
こ
と
に

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
ま
も
な
く
家
督
を
孝
正
に
譲
っ
た
。

【
文
久
三
年
、
最
晩
年
の
翁
】

規
正
翁
は
、
今
年
で
齡
八
十
有
八
だ
が
、
身
体
は
壮
年
の
者
の
よ
う
に
強
健
で
、
眼
力
も
全
く
衰
え
る

こ
と
な
く
清
明
、
歯
も
堅
牢
な
ま
ま
で
あ
る
。

筆
を
手
に
執
っ
て
は
毎
日
千
文
字
あ
ま
り
を
揮
毫
し
て
い
る
。

ま
こ
と
に
、
鶴
や
亀
の
よ
う
に
歳
を
重
ね
た
、
仙
人
の
骨
相
の
持
ち
主
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

人
々
は
彼
の
こ
と
を
「
米
寿
の
翁
」
と
喚
び
な
し
て
い
る
。

規
正
翁
は
、
安
寧
と
富
裕
と
を
兼
ね
備
え
、
さ
ら
に
長
寿
と
天
寿
を
全
う
す
る
生
涯
を
送
っ
て
い
る
（
五

福
を
具
備
し
て
い
る
と
言
え
る
）
。

思
う
に
天
下
に
お
い
て
極
め
て
ま
れ
な
存
在
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

【
子
孫
の
謹
直
】

や
が
て
翁
の
息
子
の
孝
正
も
、
家
業
を
長
子
の
家
正
に
譲
っ
て
亡
く
な
っ
た
。

家
正
は
篤
実
で
家
業
を
し
っ
か
り
と
守
り
、
神
々
を
尊
奉
す
る
こ
と
手
厚
く
て
決
し
て
怠
る
こ
と
が
な

い
の
で
、
聡
明
な
神
々
は
こ
の
一
家
の
こ
と
を
心
に
留
め
た
ま
い
、
幸
い
を
与
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
間
違

い
あ
る
ま
い
。

【
建
碑
の
経
緯
】

い
ま
こ
こ
に
、
家
正
と
三
兄
弟
と
で
、
碑
を
建
て
て
規
正
翁
の
功
徳
を
顕
彰
称
揚
す
る
こ
と
を
は
か
り
、

私
の
そ
の
あ
ら
ま
し
を
記
す
こ
と
を
依
頼
し
、そ
の
文
章
を
寿
藏
碑
の
上
に
掲
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

時
に
文
久
三
年
癸
亥
の
歳
の
春
三
月
。

玉
野
山
の
現
住
で
あ
る
法
印
の
泰
然
龔
が
撰
述
す
る
。

三
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（
文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
一
八
二

高
麗
郡
之
七

◎
笠
幡
村

○
舊
家
者
啓
次
郎
＊

「
発
智
を
氏
と
す
、
先
祖
は
六
郎
次
郎
と
稱
し
て
、
永
正
の
頃
よ
り
代
々
こ
の
村
の
里
正
た
り
、
古
器
舊

記
等
も
傳
へ
し
に
、
文
化
中
火
災
に
か
ゝ
り
て
烏
有
と
な
れ
り
」

＊
時
代
か
ら
し
て
こ
の
「
啓
次
郎
」
は
、
慶
治
郎
規
正
の
こ
と
。

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
な
し
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②
論
文
な
ど

・
岸
伝
平
『
川
越
藩
政
と
文
教

川
越
叢
書
第
十
巻
』（
川
越
叢
書
刊
行
会
、
一
九
五
八
）

・
重
田
正
夫
『
川
越
藩

シ
リ
ー
ズ
藩
物
語
』（
現
代
書
館
、
二
○
一
五
）

・
横
山
昭
男
『
山
形
藩

シ
リ
ー
ズ
藩
物
語
』（
現
代
書
館
、
二
○
○
七
）

・
飯
田
一
雄
『
日
本
刀
工

刀
銘
大
鑑
』（
淡
交
社
、
二
○
一
六
）

・
大
石
慎
三
郎
「
武
蔵
国
組
合
村
構
成
に
つ
い
て
」
『
學
習
院
大
學
經
濟
論
集
』
（
四
巻
一
号
、
二
○
一

二
）

③
関
連
碑
文

・
「
発
智
孝
正
の
墓
碑
」（
「
川
越
○
二
」）

・
「
発
智
長
義
の
墓
碑
」（
「
川
越
○
三
」）

・
「
賑
民
圃
記
の
碑
」（
「
川
越
○
四
」）

・
「
発
智
家
正
の
墓
碑
」（
「
川
越
○
五
」）

・
入
間
高
倉
寺
「
永
代
常
夜
燈
」
（
「
入
間
○
一
」）

＊
本
稿
作
成
に
あ
た
り
発
智
金
一
郎
氏
よ
り
、
資
料
と
情
報
の
提
供
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
と
し
た
い
。

以
上

二
○
二
四
年
六
月

薄
井
俊
二
訳
す


